
石川県立金沢二水高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 現 状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考

１個々の生徒の学力 ①生徒の学習意欲を高め、学 教務課 教師は、熱意を持って授業に取組、 【満足度指標】 理解される授業が展開されている。 Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・１２月

をより一層高める 力をつける授業の改善に努 各教科 教材研究、授業研究等を行って、日 理解できる授業が展開さ Ａ よくあてはまる 満の場合、改善を に調査する。

ために教科指導の める。 各学年 々指導法の改善に努めている。 れている。 Ｂ おおむねあてはまる 検討 （生徒による

質的向上に努める Ｃ あまりあてはまらない 授業評価）

とともに、あらゆ Ｄ あてはまらない

る学習活動を通し

て論理的思考力や 教務課 授業展開を工夫し、授業を受けるこ 【満足度指標】 学力が向上している。 Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・１２月

表現力の伸張を図 各教科 とで、学力が向上していると実感で 授業を受けることで学力 Ａ よくあてはまる 満の場合、改善を に調査する。

る。 各学年 きるように努めている。 が向上する。 Ｂ おおむねあてはまる 検討 （生徒による

Ｃ あまりあてはまらない 授業評価）

Ｄ あてはまらない

②習熟度別授業を生かし、個 教務課 ２年数学、３年数学・英語において 【満足度指標】 習熟度別授業は授業が理解しやすく学力向上 Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・12月に

々の生徒の潜在する能力を 数学科 習熟度別授業を実施し、個々の生徒 習熟度別授業は授業の理 に役立っている 満の場合、改善を 調査する。

引き出す。 英語科 の学力向上をはかっている。 解と学力向上に有効であ Ａ おおいに役立っている 検討 （生徒による

る。 Ｂ まあまあ役立っている 授業評価）

Ｃ あまり役立っていない

Ｄ 役立っていない

③授業見学月間を中心に積極 教務課 授業見学は年間を通じて実施されて 【努力目標】 教員の授業見学を行った回数が Ａ＋Ｂの人数が ７月・12月に

的に授業参観を行って自ら 各教科 おり、特に６月と11月は他教科の見 授業見学を１２月までに Ａ ４回以上である ８０％未満の場合 調査する。、

の授業力向上に努める。 学を含めた推進月間としている。 多く行うようにする。 Ｂ ３回である 改善を検討 (教員アンケー

Ｃ ２回である ト）

Ｄ １回以下である

④英語力の向上をめざす授業 SH企画室 平成19年度は英語検定２級合格者198【成果指標】 生徒の資格取得が目標数の Ｄであれば、対応 ３月に調査す

を展開し、英語検定の２級 英語科 名、準２級合格者293名である。 １年次に英語検定準２級 Ａ ９０％以上である 策を検討 る。

･準２級取得者の増加をは 未取得者全員受験、90％ Ｂ ８０％以上である

かる。 の取得、2年次に２級全 Ｃ ７０％以上である

員受験、卒業までに30％ Ｄ ７０％未満である

の取得をめざす。
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２生徒が高い進路目 ①１年は職業研究を中心に企 進路課 キャリアガイダンスの充実を図り、 【満足度指標】 各学年の取組が自分の進路選択にとって真摯 それぞれについて 事業終了後、

標を持ち、目標に 業施設訪問・大学見学等、 教務課 生徒が文理選択を含め適切な進路選 各取組が生徒が進路選 に考えるための有効な機会になっている。 Ａ＋Ｂが８０％未 各学年でアン

向かって邁進して ２年は大学研究を中心に大 各学年 択がきるように指導を徹底させる必 択を真摯に考える機会 Ａ よくあてはまる。 満の場合、改善を ケート調査を

いくことのできる 学出張講義､ インターンシ がある。各取組をとおして生徒が進 となっている。 Ｂ おおむねあてはまる 検討 おこなう。

進路指導体制の確 ップ等の体験学習をおこな 路について真摯に考える機会となっ Ｃ あまりあてはまらない (生徒アンケ

立をはかる。 う。また全学年で進路講話 ている。 Ｄ 全くあてはまらない ート)

を実施する。

②有効な資料を使った個人面 進路課 担任が、進学指導資料の効果的な活 【努力指標】 担任による個人面談を通して進路指導が Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・12月に

談を大いに活用し、生徒に 各学年 用ができ、生徒が適正な受験校の決 個人面談を活用して生徒 適切に実施され、効果が上がっている。 満の場合、改善を 調査する。

適切な進路指導をおこな 定ができうように支援する進路指導 の進路指導が適切に実施 Ａ よくあてはまる 検討 (教員アンケ

う。 に努めている。 されている。 Ｂ おおむねあてはまる ート）

Ｃ あまりあてはまらない

Ｄ 全くあてはまらない

③進路指導に関する教職員校 進路課 全体研修、小論文研修、学年進路検 【満足度指標】 進路指導・情報提供が適切である Ａ＋Ｂが８０％未 ７月･12月の生

内研修をより充実させ、指導 各学年 討会などの教員研修を実施している 生徒に対する進路指導と Ａ よくあてはまる 満の場合、改善を 徒生活実態調

力向上と生徒・保護者への が、生徒への還元、保護者への情報 生徒・保護者への進路情 Ｂ おおむねあてはまる 検討 査・保護者ｱﾝｹ

情報の提供をおこなう。特 提供という面ではやや不十分である 報の提供が適切におこな Ｃ あまりあてはまらない ｰﾄで調査をお。

に保護者に対してはＨＰも われている。 Ｄ 全くあてはまらない こなう。

活用し、情報提供に努める。

④生徒に高い進路目標を持た 進路課 校外模試結果を比較すると学年や教 【成果指標】 １年と２年で、１月実施の校外模試における Ｃ・Ｄの場合、結 各学年で２月

せ学習に意欲的に取り組ま １学年 科により成績上位者人数を維持でき 成績上位者に対する進路 全国偏差値60以上の生徒数は、７月に実施校 果を分析し、改善 に調査する。

せることにより、学年当初 ２学年 ていない年度がある。 指導、教科指導の徹底に 外模試結果に比べ 策を検討

と学年末における校外模試 より、校外模試における Ａ １２０％以上となった

全国偏差値の高い生徒数の 成績上位層が増加してい Ｂ １００％以上となった

維持、増加をはかる。 る。 Ｃ ８０％以上となった

Ｄ ８０％未満となった

⑤難関大学訪問等に積極的に 進路課 本校生徒の高い資質を十分に伸ばし 【成果指標】 生徒の合格者数が目標数の Ｃ以下が２つ以上 年度末に調査

参加させ、志望校別補習を 各学年 切れていない面がある。平成19年度 国公立大学合格者250名 Ａ ９０％以上である であれば、対応策 する。

充実させるなど、上位層に の国公立大学合格者は226名、難関大 難関大合格者50名 Ｂ ８０％以上である を検討

対する指導体制を確立す 合格者は36名、金沢大学合格者は63金沢大学合格者100名 Ｃ ７０％以上である

る。 名である。 Ｄ ７０％未満である
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３健康の促進と体力 ①学習時間調査を定期的に実 進路課 学習習慣の定着がまだ不十分な生徒 【努力指標】 年間を通して目標時間の達成率が Ｃ以下の場合、教 毎月１回１週

の向上を図りなが 施し、結果を教職員に周知 各学年 もいる。平成19年度4月～1月の平日 平均家庭学習時間が１年 Ａ ９５％以上である 科内での指導法や 間連続して生

ら、学習時間を確 させ、ホーム担任・教科と 各教科 平均家庭学習時間の目標達成率は１ ３時間、２年３時間、３ Ｂ ８５％以上である 家庭学習課題等を 徒の実態を調

立し、品位ある言 連携して家庭学習課題等を 年79％ ２年59％ ３年91％である 年５時間以上。 Ｃ ７５％以上である 学年ごとに検討 査する。、 、 。

動ができる自己管 検討し、学習時間の増加を Ｄ ６５％未満である

理能力を育成す はかる。

る。 ②品位ある服装容儀を確立す 生徒課 生徒の自己評価は高いが、教員の評 【努力指数】 生徒のみだしなみや挨拶には好感が持てる Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・１２月

るために教職員の一致した 各学年 価は高くなくより高い目標を持って 品位ある服装をし、日常 Ａ よくあてはまる 満の場合、改善を に調査する。

指導と生徒の自覚を求め いる。 の挨拶がしっかりでき Ｂ おおむねあてはまる 検討 （生徒・教員

る。 る。 Ｃ あまりあてはまらない アンケート）

Ｄ 全くあてはまらない

③規則正しい生活習慣が身に 生徒課 遅刻は2年前より激減し、その状態を 【努力指数】 生徒は朝の５分前登校、夕方７時の完全下校 Ａ＋Ｂが８０％未 ７月・１２月

つくよう朝の５分前登校、 各学年 維持しており、教員、生徒の自己評 5分前登校と7時間全下校 を守っている 満の場合、改善を に調査する。

夕方７時の完全下校を守ら 価も高い。しかし、指導をしなくな を守る。 Ａ よくあてはまる 検討 （生徒・教員

せる。 るともとに戻ることも考えられ継続 Ｂ おおむねあてはまる アンケート）

指導の必要がある。 Ｃ あまりあてはまらない

Ｄ 全くあてはまらない

④様々な読書活動を通して生 図書課 平成19年度の貸出者数は12月で471名 【成果指標】 図書貸出生徒の割合が前年度より Ｃ以下の場合，対 ７月・１２月

徒の読書意欲を向上させ、 各学年 （全生徒の４０％）で前年よりは増 より多くの生徒が図書室 Ａ １０％以上増加した 策を検討。 に調査する。

図書館の貸出冊数の増加を 加したが，全員読書の取り組みを除 を利用し，貸出者数が増 Ｂ ５％以上増加した

はかる。 くと，まだ図書室の本を借りていな 加している。 Ｃ ほとんど変化しなかった

い生徒が多い。 Ｄ ５％以上減少した

⑤生徒が自ら健康課題に積極 保健体育 部活動や授業における生徒の基礎体 【成果指標】 体力テストにおいて前年度全国平均値より高 男女それぞれにつ ２年生におい

的に取り組み、体力の向上 科 力・持久力向上のためにサーキット 体力テストで前年度の全 い項目の数が男女ともに９項目中の いて、Ｃ以下の場 て、９月に調

をはかる。 生徒課 トレーニングを導入する等、取り組 国平均を上回る項目を増 Ａ ６項目以上 合に対策を検討。 査する。

みを工夫している。 加させる。 Ｂ ４～５項目

Ｃ ２～３項目

Ｄ ２項目未満




